
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本時の流れ 
 学習内容・学習活動 活動の様子 

導
入 

○本時の目標の把握する。 

本時の学習の見通しとイメージをもち、課

題の解決に向けた意欲を高める。 
○インターネットの利用についてのアンケー

トに回答する。 

 

 
アンケートを基に自分たちの課題を共有 

 

 

 
実際の状況を想定して話し合う 

 

 

 
学習を振り返る 

 

展
開
１ 

〇SNS 東京ノートのイラスト等から、電話の

対応で困ったことなど、これまでの経験を振

り返る。 

・ロールプレイを行うなど、当事者意識をもた

せるようにする。 

 

〇相手の顔が見えない場合は、自分の想像して

いる人とは違う場合があることについて話

し合う。 

〇ネット上で、自分の氏名・住所・電話番号等

を安易に伝えることの危険性について理解

する。 

・教師から具体的な事例を紹介し、イメージ

をつかませる。 

ま
と
め 

〇今日の学習を振り返り、「自身や他者の情報

を大切にする」ことについて考えを発表す

る。 

〇困ったときには、身近な大人に相談すること

について確認をする。 

 

 

 

■本時の目標 

○SNS について知る。 

○「自身や他人の情報を大切にする」ことを理解する。 

■生徒の変容等 

・ネットで顔の見えない相手に対し、自身の氏名・住所・電話番号・写真等を伝えることの危

険性を理解し、イメージしたり意識したりすることのできる生徒が増えた。 

ＳＮＳ東京ノートの活用 

特別支援学校 中学部 職業・家庭「SNS について知ろう」 
自身や他者の情報を大切にすることについて考える活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 
 学習内容・学習活動 活動の様子 

導
入 

〇SNS を通じて知り合ったことから高校生

が事件に巻き込まれた事例等について話

し、情報モラルへの関心を高める。 

 

 
スマートフォンやタブレットでストーリー

を視聴 

 

 

 
ストーリーを確認しながら、主人公への働き

かけについて話し合う 

展
開
１ 

〇「考えよう いじめ・SNS＠Tokyo」の

Web サイトを提示し、いじめ相談、SNS

それぞれ 4 つのストーリーがあることを

確認する。 

〇各自がスマートフォンや学級タブレット

を用いて、その中から自分が興味をもった

ストーリーを読む。 

〇ストーリーごとに４～5 名程度のグルー

プに分かれ、自分ならそのストーリーの主

人公にどのように働きかけるかを話し合

い、グループとしての意見をまとめる。 

展
開
２ 

〇グループごとに発表する。 

 最初にストーリーの画面を見せながら簡

単に内容を紹介し、その中で主人公や周り

の人たちの問題点を指摘する。 

〇グループの意見として主人公への働きか

けを発表する。 

 

ま
と
め 

〇各グループの発表に対して、疑問や意見を

出し合い、考えを深める。 

〇実際に困ったときなどに活用できるよう、

教育相談センターの電話相談の電話番号

や、「こころ空模様チェック」、「SNS ルー

ルリマインダー」アプリなどを紹介する。 

〇学習を通して、自分が感じたことやこれか

らこうしていこうと考えることをまとめ、

発表する。 

 

 

 

 

 

■本時の目標 

○「考えよう いじめ・SNS＠Tokyo」の八つのストーリーを題材として、主人公への働き

かけを考え、自分自身を見つめ直すことを通して、情報モラルに対する考えを深める。 

■生徒の感想等 

 ・中学の時に、実際にストーリーと似たような場面に遭遇したこともあるので、自身がしっか

り考えてトラブルにならないよう注意していこうと思った。 

 ・教員が紹介する前からアプリを見付けインストールしている生徒もおり、このような問題に

対する興味・関心が高いことがうかがわれた。 

「考えよう いじめ・SNS＠Tokyo」の活用 

高等学校 第１学年 人間と社会「ネット時代」 
ストーリーをもとに、アドバイスを考える活動 

Ⅱ
情
報
モ
ラ
ル
教
育
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